
　地域に暮らしているどんな人でも、「生きづらさ」を感じたり、生活に困難な状況を抱えたり、環境の変化等により
周囲の人から孤立してしまうことがあります。そのような時、福祉制度等により適切な支援を受けるのが望ましいこ
とですが、制度・サービスの縦割りなどによる支援の「はざま」の存在などで、支援からこぼれ落ちてしまう人たちが
いることも、また現実です。
　厚生労働省は、『新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン』を昨年9月に公表して、「制度のはざま」を生まない
支援や地域づくりに積極的に取り組んでいこうとしています。  また今年の7月には、【「我が事・丸ごと」地域共生社
会実現本部】が発足し、介護保険・障害福祉の法改正や生活困窮者支援制度の見直しに向けた、部局横断の検討
も始まりました。
　今回のセミナーでは、この問題に取り組む実践をもとにしながら、国・県・市の行政担当者とともに今後の支援を
考えます。

※日程におけるプログラムの詳細は裏面をご覧ください。 

～いま、なぜ「つながれる場」と「緊急時の一時生活の場」が必要か？～

1,000円（資料代込）参加費

主催／特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター

申　込

定員100人

参加をご希望の方は、裏面の参加申込書に必要事項を
ご記入のうえ、FAXまたは郵送にてお申込みください。
CLCのホームページからも申し込み可能です。

締　切 2016年10月11日（火）

＊石巻・開成のより処＊
あがらいん（石巻市）

被災地最大規模の仮設住宅群の中心
部に立地しているグループホーム型の
福祉仮設住宅。石巻市からの委託によ
り、介護保険や障がい者の支援制度等
で助けられない人を支援する一方 、 
地域食堂や映画会など気軽に つなが
れる場 の提供をとおして、被災住民の
暮らしの支援にも取り組んでいる。

▲
＊にしはらたんぽぽハウス＊（熊本県）

西原村にある就労支援事業所。技術
指導を受けながら、農産物の生産と
加工、販売を行う一方、地域の住民
や子どもたちとつながりを持ち、障
がい者のみならず、高齢者やホーム
レスなど、 社会的孤立 に陥ったさま
ざまな人の支援を行っている。

＊国見・千代田のより処＊
ひなたぼっこ（仙台市青葉区）

子どもも、高齢者も、しょうがいのあ
る人も、「誰もが地域で自分らしく」
暮らせる地域社会を推進。立地して
いる地域の支援と並行しながら、   
既存の制度では対応できない福祉 
制度のはざま におちた人たちを24
時間365日体制で受け入れている。

「社会的孤立」や「制度のはざま」を考えるセミナー

開催日

会　場 仙都会館（8階会議室）
〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央2-2-10 

2016年10月16日（日）13:00～17:00

仙台駅より徒歩5分 

七十七
銀行

イオン
仙台店

中央通りアーケード

あおば通駅

青葉通り 西
口
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台
駅

至 青森

至 東京全国での先駆的事例の紹介



団体名

役　職

E-mail

申込者

フリガナ

＜ プログラム ＞

「社会的孤立」や「制度のはざま」を考えるセミナー

13:00～13:10 

13:10～13:50 

13:50～15:20 

15:20～15:30 

15:30～16:50 

16:50～17:00 

基  調  対  談

開　　会

閉　　会

セッション①

セッション②

パネラー

サポーター

「新しい福祉ビジョンとこれからの福祉」

「つながりや制度の狭間の狭間を支える現場の今！」

「社会的孤立・制度のはざまの支援を考える」

あいさつ

日本福祉大学　　　　　　　　　　　　　　　　            副学長　平野　隆之

　　　　厚生労働省　社会・援護局　地域福祉課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  生活困窮者自立支援室     室　長　本後　健

日本福祉大学　　　　　　　　　　　               　　         副学長　平野　隆之

にしはらたんぽぽハウス　                 　　　    　　    　    施設長　上村　加代子

全国コミュニティライフサポートセンター　　　　　グループ長　田所　英賢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           チーム長    高橋　正佳

ひなたぼっこ運営推進委員会                                              　委　員   　（調整中）

パネラー 仙台市　保険高齢部　　　　　　　　　　　　　          部　長　會田　義克

宮城県　保健福祉部　　　　　　　　　　　　　          次　長　千葉　隆政

厚生労働省　社会・援護局　地域福祉課
　　　　　　　　　　　　      生活困窮者自立支援室　室　長    本後　健

全国コミュニティライフサポートセンター　                         理事長　池田　昌弘

東北福祉大学　総合マネジメント学部　                             教　授　高橋　誠一

仙台白百合女子大学　人間学部　　                     　           教　授　大坂　純

いま、なぜ「つながれる場」と「緊急時の一時生活の場」が必要か？
「社会的孤立」や「制度のはざま」を考えるセミナー

CLC のホームページからインターネットでも申込み可能です。


